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「下諏訪町地域福祉計画（案）」におけるパブリックコメント結果について 

 

１．実施期間  令和８年１月６日（火）～令和８年２月６日（金） 

 

２．実施方法  ①住民周知  下諏訪町ホームページ、町広報誌、新聞に掲載 

        ②資料の提供 下諏訪町ホームページに掲載、保健福祉課福祉係窓口で提供 

        ③募集方法  保健福祉課福祉係窓口へ持参、郵送、電子メール、FAX 

 

３．募集の結果 意見・要望提出者３名、ご意見・ご要望件数１７件 

 

４．意見・要望と町の考え方について 

  別紙のとおり 
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本計画が「行政だけで地域福祉を担うこ

とは難しい」という現実を前提にしてい

る点は、とても誠実で現実的だと感じま

した。 

自助・互助・共助・公助を組み合わせ、

協働によって支え合うという考え方は、

今の社会状況に合った方向性だと思い

ます。 

特定の立場や人に負担を集中させず、町

全体で支え合う姿勢が示されている点

は、安心感につながるものだと感じまし

た。 

計画で示されている地域福祉は、特定の

人のためだけのものではなく、子どもか

ら高齢者まで、地域に暮らすすべての人

を対象としている点が印象的でした。 

支援する側と支援される側を固定せず、

誰もが状況に応じて立場が変わる可能

性があるという考え方は、多くの町民に

とって理解しやすいものだと思います。 

「地域を担う人づくり」「地域を支える

ネットワークづくり」「安心して地域で

暮らせる環境づくり」という三つの柱か

らは、目先の対応だけでなく、⾧い目で

地域を支えていこうとする意図が伝わ

ってきました。 

特に、人材やつながりを大切にしている

点は、地域福祉を続けていくうえで欠か

せない視点だと感じます。 
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今は特に困りごとのない人にとっては、

地域福祉が少し遠い話に感じられる部

分もあるように思いました。 

ただ、事故や病気、家族構成の変化など

により、誰もが突然支援を必要とする立

場になる可能性があるので、地域福祉を

「将来の自分や家族の安心につながる

仕組み」として捉えられるような説明や

例があると、より多くの人が関心を持ち

やすくなるのではないかと感じました。 

私が理想と感じる地域福祉の姿は、困っ

たときに自分から必死に支援を探さな

くても、自然に誰かや必要な支援につな

がる状態です。そのために、誰かが感じ

た小さな「気づき」を判断や責任を背負

うことなく安心して伝えられる場所が

あり、情報が分散せず、必要に応じて支

援につながっていく仕組みがあること

が大切だと思います。 

支援を受ける側だけでなく、支える側の

力も無理のない形で生かされる仕組み

があることで、地域全体の負担も分散さ

れ、続けやすくなるのではないかと感じ

ました。 

P27 基本目標１【地域を担う人づくり】、

基本目標２【地域社会を支えるネットワ

ークづくり】等について 

 『公助』が十分に機能するためには、

地域住民の『共助』が不可欠であること

は自明かと思われる所、町の課題とそれ

に対する施策の展開は、その通りと私も

思います。ただ、これまで機能していた

組織が機能不全を起こし始めており（南

小 PTA の休会）、町内各区分館等自治体

組織開催のイベント参加者の減少等を

見てますと、町民個々の所属する組織へ

の帰属意識がだんだんと希薄になって

いるのではと危惧します。自分たちの手

で『共助』を守っていかねばならないと

いう意識の啓発を今後も高めていくよ
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う努めてほしいと思います。 

P31 基本施策（2）多様な連携体制の整

備①地域ネットワークの構築と充実に

ついて 

取り組み方向性の「内容」に＜高齢者

支援の連携＞だけではなく「こども・家

庭支援の連携」として「こども家庭セン

ターでのこどもや妊産婦、保護者の話を

聞き、子育てや教育などに関する相談や

支援に取り組む」ことを追記し、こども

から高齢者まで全世代を対象にした情

報共有・支援体制の構築に努めていただ

きたいと思います。 

P32 基本施策（1）情報提供・情報体制

の充実①わかりやすい情報提供と情報

バリアフリーの推進について 

 町からの情報提要ツールに利用者が

増加している LINE office による下諏訪

町公式 LINE を開設し、幅広い年代（特

に若い世代）に最新情報が伝わるように

取り組んではいかがでしょうか。（岡谷

市や諏訪市の取り組みを参考に） 

P34 基本施策（2）様々な困りごとを支

援する支援体制の充実②様々な困難を

抱えた人への支援について 

 近年課題となっている、不登校やひき

こもりなどの課題を抱える児童生徒や

保護者の支援体制の構築への取り組み

を行う旨を記載していただきたいです。

諏訪地域の教育委員会やフリースクー

ルなどの民間団体で構成する「諏訪地区

学びの支援ネットワーク」との連携を行

っていくことで、児童生徒一人ひとりに

あった学びの機会の保障・提供に取り組

んでください。 

Ｐ36 基本施策（3）安全・安心な生活の

継続①防災・減災対策の推進について 

 「被災者を取り残さない」取り組みと

して、個別避難計画の推進とともに、福

祉避難所の一層の体制整備や避難訓練
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などを開設場所、開設者と協力して実施

し、障がいや高齢、乳幼児などの災害弱

者支援の充実に取り組む旨を記載して

ください。 

Ｐ37 交通災害共済事業についての文章

の言い回しが「是非ご加入ください」と

なっていますが、他の文章と同様に揃え

るとよいと思います。例：もしもの時に

備え、町民に加入の促進を図ります。 

Ｐ42 計画の推進体制について 

 2.計画の推進体制の 4～５行目の地域

福祉活動計画に関する文章を次のよう

に追記してはどうでしょうか。 

⇒…検討されていく「幅広い住民の参画

による」地域福祉活動計画における… 

P42 計画の推進体制について 

 3.計画の管理と評価について、「毎年

度、各事業の進捗状況を評価するととも

に、指標を設定し地域福祉を推進しま

す」とありますが、今回の計画案には町

の目指す姿、「方向性」のみで「内容」

には具体的な数値目標、KPI（例：〇〇

年までに〇〇している人が〇〇人増加）

は記載されていません。実際に計画スタ

ートした際にどのような形で評価して

いくのでしょうか。今後、計画策定が予

定されいる地域福祉活動計画で KPI を

設定していくのでしょうか。 


